
　
市
税
を
定
め
ら
れ
た
納
期
限
ま
で
に
納
め

て
い
た
だ
け
な
い
場
合
、
督
促
状
に
よ
り
納

付
の
催
促
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
納

期
限
ま
で
に
納
め
ら
れ
た
方
と
の
公
平
性
を

保
つ
た
め
で
、
本
来
の
税
額
に
督
促
手
数
料

と
延
滞
金
を
加
算
し
て
納
め
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
る
ほ
か
、
「
滞
納
処
分
」
を
受
け
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
市
税
を
滞
納
し
、
滞
納
額
が
増
加
す
れ

ば
、
納
め
ら
れ
た
方
が
不
利
益
を
受
け
る
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
滞
納
整
理
の
た
め
に

市
の
財
産
か
ら
余
分
な
費
用
を
要
す
る
の

で
、
市
民
の
皆
さ
ん
全
体
が
多
大
な
不
利

益
を
受
け
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
市
税

は
納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

◆
事
情
に
よ
り
納
期
限
ま
で
に
納
め
ら
れ

な
い
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
市
役
所
税
務
課
　
債
権
収
納
対
策
室

　
☎
63―

５
１
１
０
（
直
通
）

市税を納期限までに納めないと・・・ 市
税
は
納
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

◇ 督促状を発送します
　督促状が発送された日から10日を過ぎても納付

されないときは、滞納処分を受けることがあります。

◇ 財産調査をします
　滞納処分の対象になる財産等の有無、あるいは財

産の換価価値、権利関係等の調査を行ないます。

　調査先の主なものは、官公署・金融機関・勤務

先・取引先・滞納者の財産を占有する第三者などに

対して財産調査を行ないます。

◇ 財産を差押・充当します
　財産調査で発見した財産に対する差押えを行ないます。

　差押えの対象となる主なものは、土地・建物など

の不動産、動産、預貯金・給与・生命保険などです。

　差し押さえた預貯金・給与等は取り立て、滞納市

税に充当します。また、不動産や動産等は、公売を

行い売却した代金を滞納市税に充当します。

　日時　7月17日（日）午後1時～午後4時

　会場　アミューズメント佐渡　はまなすホール

○基調講演　午後１時10分から
　　演題　「人の生活を支える

　　　　　　　自然と微生物の役割について」

　　講師　瀬戸 昌之 さん（東京農工大学名誉教授）

○佐渡環境賞表彰式　　午後２時30分から
○電気自動車試乗体験　午後３時～４時
○展示コーナー　環境活動、エコ商品、家庭用小型
風力発電機の展示など

主催　美しい島佐渡・エコアイランド推進協議会　
　　佐渡市

お問い合わせ　市役所環境対策課　☎63－3113

佐渡市環境フェア2011
期　間　7月23日（土）、24日（日）
　　　　※予備日7月30日（土）、31日（日）

場　所　集落内道路や海岸（湖岸）等
お問い合わせ　市役所環境対策課　☎63－3113

今年も「美しい島づくり」の一環として実施します。
皆さんの参加をお待ちしています。

　佐渡クリーンセンターの補修工事の関係で、例年

より1か月遅れの実施となりますが、夏休み期間中

でもありますので、親子そろってのボランティア活

動を計画しませんか。

　参加いただける場合は、各地区の市政事務嘱託員

さんへご連絡ください。

佐渡市一斉清掃

佐渡産米粉
カステラが
試食できるよ！
※先着100名様限り
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佐
渡
金
銀
山
絵
巻
を
ひ
も
解
く（
１
）

■
第
５
回
ト
キ
放
鳥
に
向
け
て
訓
練

　
開
始

　
６
月
22
日
（
水
）
に
、
佐
渡
ト
キ
保
護
セ

ン
タ
ー
野
生
復
帰
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
順
化
ケ

ー
ジ
に
お
い
て
、
２
０
１
１
年
秋
の
第
５
回

目
ト
キ
放
鳥
に
向
け
て
順
化
訓
練
を
開
始
し

ま
し
た
。

　
訓
練
を
開
始
す
る
個
体
は
、
オ
ス
11
羽
、

メ
ス
９
羽
の
合
計
20
羽
で
、
そ
の
う
ち
４
羽

に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
送
信
器
を
装
着
し
ま
し
た
。
順
化

ケ
ー
ジ
に
移
動
し
た
ト
キ
は
、
飛
翔
や
採
餌

等
の
能
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
、
３
か
月
程

度
の
訓
練
期
間
を
経
て
、
９
月
下
旬
か
ら
10

月
上
旬
に
か
け
て
放
鳥
さ
れ
る
予
定
で
す
。

放
鳥
の
具
体
的
な
日
時
は
訓
練
状
況
等
を

踏
ま
え
今
後
検
討
さ
れ
ま
す
。

■
放
鳥
ト
キ
の
繁
殖
状
況

　
佐
渡
島
内
に
お
い
て
、
今
年
は
７
組
の

ペ
ア
が
形
成
さ
れ
、
営
巣
・
抱
卵
を
す
る

な
ど
し
、
自
然
下
で
35
年
ぶ
り
と
な
る
ヒ

ナ
誕
生
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、

こ
れ
ま
で
に
ヒ
ナ
の
ふ
化
が
確
認
さ
れ
る

こ
と
は
な
く
、
今
期
の
繁
殖
行
動
は
終
了

し
ま
し
た
。

◆
市
役
所
農
林
水
産
課
　
生
物
多
様
性
推

進
室
ト
キ
政
策
係
（
第
２
庁
舎
）

☎
63
―
３
７
６
１

　
佐
渡
金
銀
山
絵
巻
は
、
佐
渡
奉
行
萩
原
美
雅
が

在
任
し
た
享
保
17
年
（
１
７
３
２
）
か
ら
元
文
元

年
（
１
７
３
６
）
に
描
か
れ
は
じ
め
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
以
後
、
佐
渡
奉
行
や
組
頭
（
佐

渡
奉
行
の
補
佐
役
）
の
交
代
の
た
び
ご
と
に
佐
渡

奉
行
所
の
絵
図
師
が
作
成
す
る
の
が
恒
例
と
な
っ

た
よ
う
で
す
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
で
描
か
れ
た
絵

巻
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
に
模
写
さ
れ
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
国
内
外
に
１
０
０
本
以
上
も
の
所
在
が

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
江
戸
時
代
中
期
か
ら
末
期
ま
で
百
数
十
年
に
わ

た
っ
て
描
か
れ
た
佐
渡
金
銀
山
絵
巻
は
、
単
に
同

じ
内
容
で
描
き
継
が
れ
た
の
で
は
な
く
、
鉱
石
の

採
掘
・
製
錬
・
小
判
製
造
な
ど
の
基
本
構
成
を
そ

の
ま
ま
に
し
な
が
ら
、
部
分
的
に
修
正
が
加
え
ら

れ
、
そ
の
時
ど
き
の
新
技
術
の
導
入
や
経
営
・
管

理
体
制
の
変
化
な
ど
が
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
年
代
の
異
な
る
複
数
の
絵
巻
を
比
較
す
る
こ
と

で
、
江
戸
時
代
の
佐
渡
金
銀
山
の
様
子
を
分
か
り

や
す
く
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
市
役
所
世
界
遺
産
推
進
課
（
金
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
内
）
☎
63―

５
１
３
６

　6月17日現在、国内で飼育されているト

キが今年産卵した卵の数は、155個です。6月

10日以降、新たな産卵はありませんでした。

【飼育場所と繁殖状況】
・野生復帰ステーション繁殖ケージ　

　　6ペア（全ペアが産卵） 産卵数40個

・佐渡トキ保護センター　　　　　

　　11ペア（全ペアが産卵） 産卵数71個

・多摩動物公園　　　　　　　　　　

　　4ペア（うち3ペアが産卵） 産卵数13個

・いしかわ動物園　　　　　　　　　

　　2ペア（全ペアが産卵） 産卵数16個

・出雲市分散飼育センター　　　　　

　　2ペア（全ペアが産卵） 産卵数15個

　155個の卵のうち、53羽はふ化（うち4

羽死亡）し、親鳥が巣内で抱卵中が2個、

フ卵器で保温中が3個、無精卵が37個、破

卵が47個、発育中止卵が13個ありました。

飼育トキの繁殖状況

【銀山勝場稼方諸図（部分）】

佐渡奉行所絵図師石井夏海（1783～1848）により筆写されたもの。釜ノ口（入口）に始まり、坑内・坑外
の様々な作業が描かれている（佐渡市教育委員会蔵）。

ト
キ 

野
生
復
帰
に
む
け
て

80
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当
校
で
は
教
育
課
題
の
一
つ
と
し
て

「
保
護
者
・
地
域
か
ら
の
協
力
体
制
の

確
立
」
を
掲
げ
、
保
護
者
や
地
域
の
皆

様
か
ら
学
校
の
教
育
活
動
に
積
極
的
に

参
画
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

信
頼
さ
れ
る
学
校
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
一
例
を
あ
げ
れ
ば
、
学
校
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
で
す
。
「
学
校
だ

よ
り
配
布
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
は
学
校
だ

よ
り
を
地
域
に
配
布
す
る
た
め
に
、
市

役
所
に
あ
る
地
域
ご
と
の
ポ
ス
ト
に
仕

分
け
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

「
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
は
放
課

後
に
行
わ
れ
て
い
る
数
学
の
補
充
学
習

で
生
徒
の
指
導
を
支
援
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
生
徒
に
は
好
評
で
す
。

「
中
庭
整
備
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
は
生
徒

と
一
緒
に
中
庭
で
の
花
苗
の
植
え
付
け

を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
年
度

は
３
つ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
合
わ
せ
て
16

名
の
保
護
者
や
地
域
の
皆
様
に
応
援
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
大
変
あ
り
が
た
く

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
他
に
は
、
卒
業
生
の
保
護
者
や
地

域
の
皆
様
を
対
象
に
し
た
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
準
会

員
制
度
」
や
保
護
者
や
地
域
の
皆
様
に
学

校
の
様
子
を
お
伝
え
す
る
「
学
校
配
信
メ

ー
ル
」
、
生
徒
玄
関
に
季
節
の
花
を
活
け

て
く
だ
さ
る
地
域
の
方
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
、
学
年
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
多
彩
な
活
動
、
生

徒
・
保
護
者
が
一
緒
に
楽
し
む
体
育
祭
で

の
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
や
競
技
等
、
南
中
学

校
な
ら
で
は
の
教
育
活
動
を
展
開
し
て
い

ま
す
。

　
昨
年
２
学
期
末
の
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト

に
よ
る
と
、
「
信
頼
で
き
る
学
校
か
」
と

い
う
質
問
に
98
％
の
保
護
者
が
「
そ
う
思

う
・
ま
あ
そ
う
思
う
」
と
回
答
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

 
 

今
後
と
も
保
護
者
や
地
域
の
皆
様
と
と

も
に
、
生
徒
の
笑
顔
あ
ふ
れ
る
学
校
を
つ

く
り
ま
す
。

◆
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課（
両
津
支
所
内
）

　
☎
23
―
４
８
９
８

お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
１
『
二
ツ
亀
』

　
夏
と
言
え
ば
や
は
り
海
。
佐
渡
で
海

と
い
え
ば
二
ツ
亀
が
有
名
で
す
。
２
匹

の
亀
が
並
ん
だ
よ
う
に
見
え
る
巨
大
な

岩
は
、
マ
グ
マ
が
冷
え
て
固
ま
っ
た
も

の
で
す
。
そ
の
証
拠
に
岩
を
良
く
見
る

と
、
階
段
の
よ
う
な
割
れ
目
が
見
え
ま

す
（
図
１
）
。
こ
れ
は
マ
グ
マ
が
冷
え

て
固
ま
る
と
き
に
で
き
る
「
節
理
（
せ

つ
り
）
」
と
い
う
割
れ
目
で
す
。
付
近

に
は
２
億
年
以
上
昔
の
岩
石
も
見
ら
れ

ま
す
。
大
昔
、
マ
グ
マ
が
流
れ
て
い
た

場
所
で
私
た
ち
は
海
水
浴
を
楽
し
ん
で

い
る
の
で
す
。

お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
２
『
平
根
崎
』

　
相
川
か
ら
二
ツ
亀
へ
向
か
う
途
中
に
、

大
き
く
傾
い
た
地
層
が
あ
り
ま
す
（
図

２
）。
こ
の
地
層
を
海
の
方
ま
で
下
っ
て

い
く
と
、
た
く
さ
ん
の
穴
が
見
ら
れ
ま

す
。
こ
の
穴
が
、『
平
根
崎
の
波
蝕
甌
穴

群
』
と
し
て
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。『
甌
穴
』
と
は
、
小
石
な
ど
が
岩
の

隙
間
に
入
り
込
み
、
水
の
力
に
よ
っ
て
、
ま

る
で
洗
濯
機
の
よ
う
に
グ
ル
グ
ル
と
ま
わ

り
の
岩
を
削
り
取
っ
て
で
き
る
、
綺
麗
な
丸

い
穴
の
こ
と
で
す（
図
３
）。

　
こ
の
地
層
に
は
、
部
分
的
に
貝
の
化
石
も

含
ま
れ
て
い
ま
す
。こ
の
こ
と
か
ら
、
大
昔
、

こ
の
場
所
は
ホ
タ
テ
な
ど
が
住
む
海
底

だ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

※
地
層
を
歩
く
と
き
は
大
変
危
険
で
す
の

で
、
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、
平

根
崎
は
国
指
定
の
名
勝
の
た
め
化
石
等

の
採
取
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
海
水
浴
・
ド
ラ
イ
ブ
つ
い
で
に
、
あ
な

た
だ
け
の
ジ
オ
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
を
見

つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
今
年
の
夏
は
、
ジ
オ
で
決
ま
り
☆

◆
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
　
ジ
オ
パ
ー

ク
推
進
室
（
両
津
郷
土
博
物
館
内
）

☎
23
―
２
１
０
０

中庭整備ボランティアによる
花苗の植え付け

学習支援ボランティアによる
数学の補充学習

図１．階段のように見える「節理」

も
う
す
ぐ
夏
休
み
。今
回
は
夏
休
み
に
訪
れ
た
い
、佐
渡
島
内
の
ジ
オ
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト

を
紹
介
し
ま
す
。

図２．傾いた地層が続く平根崎

図３．甌穴

は
し
ょ
く
お
う
け
つ

ぐ
ん

お
う
け
つ

ジ
オ
パ
ー
ク
、
推
進
日
記
　
③

夏
休
み
に
行
き
た
い
！
　
ジ
オ
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
☆

佐
渡
市
立 
南
中
学
校
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５
月
12
日
、
こ
と
ぶ
き
学
級
開
講
式
は
、

春
の
交
通
安
全
週
間
に
伴
い
「
高
齢
者
に
対

す
る
交
通
事
故
防
止
に
つ
い
て
」
と
題
し

て
、
佐
渡
西
警
察
署
小
木
駐
在
所
長
　
岡
田

直
人
さ
ん
に
よ
る
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
学

級
生
の
靴
に
反

射
シ
ー
ル
を
貼

っ
て
い
た
だ
い

た
り
と
、
思
わ

ぬ
サ
プ
ラ
イ
ズ

に
参
加
者
は
お

お
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
佐

渡
ジ
オ
パ
ー
ク

に
つ
い
て
ジ
オ

パ
ー
ク
推
進
室
の
学
芸
員
か
ら
講
習
を
受

け
、
ジ
オ
パ
ー
ク
を
散
策
す
る
こ
と
を
ジ
オ

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
こ
と
を
お
聞
き
し
ま
し

た
。
小
木
半
島
ジ
オ
サ
イ
ト
の
現
地
散
策
を

し
た
い
と
の
声
が
上
が
り
、
早
速
事
業
計
画

に
取
り
入
れ
る
こ
と
を
決
め
、
盛
り
だ
く
さ

ん
の
開
講
式
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
６
月
５
日
、
松
ヶ
崎
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
お
い
て
、
多
田
保
育
園
、
松
ヶ
崎
小
学

校
、
松
ヶ
崎
中
学
校
、
地
区
合
同
の
松
ヶ
崎

連
合
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日

は
、
好
天
の
も
と
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
、
各
地
区
応
援
席
か
ら
の
大
き
な
声
援
に

後
押
し
さ
れ
な
が
ら
、
ど
の
競
技
も
白
熱
し

た
展
開
と
な
り
ま
し
た
。
お
昼
休
み
の
応
援

合
戦
で
は
、
各
自
治
公
民
館
が
趣
向
を
凝
ら

し
た
応
援
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
総
合
成
績
で
は
、
丸
山
自
治
公
民
館
が
み

ご
と
７
年
ぶ
り
の
優
勝
を
果
た
し
、
優
勝
旗

を
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

　
『
こ
と
ぶ
き
学
級
』
開
講
式
　

　
〜
高
齢
者
に
対
す
る
交
通
事
故

　
　
防
止
に
つ
い
て
〜
　
（
小
木
地
区
）

第
22
回
松
ヶ
崎
連
合
運
動
会（
畑
野
地
区
）

斉藤惇夫さん　新潟県生まれ　児童文学作家
「グリックの冒険」「冒険者たち」「ガンバとカワウソの冒険」

「哲夫の春休み」「子どもと子どもの本に捧げた生涯」他

浜田桂子さん　埼玉県生まれ　絵本作家
「あやちゃんのうまれたひ」「てとてとてとて」「わらう」

「さっちゃんとなっちゃん」「ぼくのかわいくないいもうと」

その他多数

小林　豊さん　東京都生まれ　日本画家・絵本作家　
「なぜ戦争はおわらないのか」「せかいいちうつくしいぼく

の村」「ぼくは弟とあるいた」「えほん北緯36度線」その他

多数

国松俊英さん　滋賀県生まれ 児童文学作家・野鳥研究家
「アホウドリが復活する日」「最後のトキ　ニッポニア・ニッ

ポン」「トキよ未来へはばたけ」その他多数

講師紹介 〈敬称略〉

第29回　
子どもの本と文化の夏の集い〈佐渡集会〉開催

お知らせ

会　期　7月 29日（金）・30日（土）・31日（日）
会　場　国際佐渡観光ホテル　八幡館
参加費　5,000 円　
　　　（1日単位の参加も可能です：1日・2日目2,000円、3日目1,000円）

申込み　中央図書館　☎63－2800

著名な絵本作家や児童作家の方たちが一同に佐渡市に会

し、講演をしてくださいます。こういう機会はめったにあ

りませんので、どうぞご参加ください。

誰でも参加できます。詳しくは中央図書館までお問い合わ

せください。

※この本だいすきの会（代表　小松崎進さん）は

　子どもの本と読み聞かせの研究を進める会です。

　子どもと子どもの本の好きな人が自由に入れる

　全国組織の会です。

主催　この本だいすきの会　　後援　佐渡市 佐渡市教育委員会

　　　　　　中央図書館では、空調設備が故障しています。現在管理設計を終え、工事に入る準備をしていますが、震災の影響もあり、

この夏は冷房機器が間に合わないこととなりました。大変申し訳ございませんが、館内は、クーラーが効きませんのでご了解ください。

BOOKBOOKBOOK

図書館だより

教育委員会社会教育課
☎27－4185
（両津支所内）
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第10回京町音頭流し「宵乃舞」
　平成14年から開催されている「宵乃舞」が今年

で10年目を迎え、本祭りの6月4日・5日の2日間に

は、22団体延べ約600人の参加申し込みがありま

した。

　１日目はあいにくの雨で開始早々中止となって

しまいましたが、2日目は前日のうっぷんを跳ね返

すような熱気の中、大勢の観客に見守られ、佐渡

金山繁栄当時メインストリートであった京町通り

では、ぼんぼりのほのかな灯りが、この日参加し

た12団体約300人の踊り手を照らし、佐渡奉行所

までの約１キロの道のりを優雅に「相川音頭」が

流れていきま

した。

　なお、第１回

から10年連続

で参加した次

の６団体に、実

行委員会から

感謝状と記念

品が贈呈され

ました。

 10年連続参加の団体

・海府民謡クラブ・若波会・東京おけさ会・株式会
社ゴールデン佐渡・立浪会・尖閣湾揚島観光

しまびと元気応援団の家　オープン
　6月11日、「しまびと元気応援団の家」が、河原田本

町（佐和田）にオープンしました。

　「しまびと元気応援団」は、市の健康計画「健幸さど

21計画」を推進する市民グループで、「にしめの会」

や、「チームがき大将」など、現在37団体・1227人の

市民が活動しています。その活動拠点となる「しまびと

元気応援団の家」は、各グループでの利用のほか、親子

の育児支援やお年寄りが集まれるいこいの場として提供

していきます。

　オープン当日は、アトラクションとして、団員でもある

「ほがらか座」のチンドン屋が練り歩いたり、民謡グルー

プによる佐渡おけさなどが披露され、賑やかなものとなり

ました。会場には活動を紹介するポスターが貼られ、福祉

団体による豆腐やお菓子など授産品の販売もあり、来場者

は、楽しみながら健康への関心を高めていました。

佐渡バレーボールクラブ　全国大会へ
　5月29日、新発田市を会場に開催された第23回全国ママさんバレーボール

いそじ大会新潟県予選会に「佐渡バレーボールクラブ」が出場し、圧倒的強さ

で優勝しました。チーム構成は、50歳以上の女性で、県内7地区から19チー

ムが参加し、佐渡バレーボールクラブが、4試合全てストレート

勝ちしました。決勝では、魚沼地区代表の「ゆきわ」チームと対

戦し、1セット目は、21対14、2セット目は、21対9、セットカウ

ント2－0で勝ち、11月8日～10日に千葉市で開催される全国大会

の出場を決めました。全国大会には各県・地区代表の64チームが

集い、グループ戦、決勝トーナメント戦を行います。選手は「み

んなと力を合わせ強い気持ちで試合に臨み、決勝トーナメントま

で進みたい」と練習に打ち込んでいます。

　佐渡バレーボールクラブの全国大会での活躍を期待します。

署名活動を実施
　拉致問題の解決が進展しない中、曽我さん母娘を救う会が、全国統一

署名活動（横田めぐみさんご家族支援の会主催：6月11日～12日実施）

に参加し、6月11日に、拉致被害者救出署名活動を両津港佐渡汽船と金

井能楽堂の2会場で実施しました。全国統一署名活動は、全国各地で同時

に署名活動を行うことにより、拉致問題への感心を広く喚起し、拉致問

題解決の気運を高める目的で、全国で45団体が35か所で実施しました。

「しまびと元気応援団の家」
　佐渡市河原田本町219
（河原田本町商店街
　　旧第四銀行佐和田支店跡地）

地 域 の 話 題 を 紹 介 し ま す
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市
で
は
、
重
度
の
身
体
障
害
者
と
知
的
障

害
者
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、
健
康
と
福

祉
の
向
上
を
図
る
た
め
に
医
療
費
助
成
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
県
の
単
独
医
療

費
助
成
事
業
（
県
障
）
に
基
づ
い
て
実
施
し

て
い
る
も
の
で
す
。

　
現
在
受
給
し
て
い
る
方
が
お
持
ち
の
受
給

者
証
は
８
月
末
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
お
早
め
に
更
新
手
続
き
に
お
い
で
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
該
当
に
な
る
と
思
わ
れ
る
方

で
、
ま
だ
受
給
手
続
き
が
お
済
み
で
な
い
方

は
新
規
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

受
給
資
格

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
、
障
が

い
の
等
級
が
１
級
、
２
級
、
３
級
の
い
ず

れ
か
の
方

・
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
、
そ
の
障
が
い

の
程
度
が
「
Ａ
」
と
判
定
さ
れ
て
い
る
方

・
前
記
要
件
の
い
ず
れ
か
と
所
得
制
限
の
要

件
が
あ
り
ま
す
。

受
給
者
証
更
新
手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
現
在
お
持
ち
の
県
障
医
療
費
受
給
者
証

②
療
育
手
帳
か
身
体
障
害
者
手
帳

③
健
康
保
険
証

④
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
（
お
持
ち
の
方

の
み
）

⑤
同
意
書
（
所
得
状
況
の
閲
覧
の
た
め
）

⑥
印
　
鑑

受
付
場
所
・
お
問
い
合
わ
せ

市
役
所
社
会
福
祉
課
　
障
が
い
福
祉
係

☎
63
―
５
１
１
３
　

ま
た
は
各
支
所
・
各
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
障
が
い
福
祉
担
当
窓
口

　
日
本
で
は
１
日
に
約
４
人
が
、
新
た
に
エ

イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
ま
す
。
エ
イ

ズ
は
特
別
な
人
だ
け
が
か
か
る
病
気
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
る
か
ど

う
か
は
、
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
わ
か
り
ま

せ
ん
。早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
大
切
で
す
。

　
保
健
所
で
は
無
料
匿
名
で
エ
イ
ズ
の
相
談

や
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
ず

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
　
７
月
25
日
（
月
）
午
後
１
時
〜
４
時

　
　
　
８
月
８
日
（
月
）
午
後
１
時
〜
７
時

会
場
　
佐
渡
保
健
所
（
相
川
二
町
目
浜
町
20
―
１
）

料
金
　
無
料 

申
込
み
　
前
の
週
の
金
曜
日
ま
で
に
事
前
の

予
約
が
必
要
で
す
。
相
談
電
話
（
74
―
４
３

０
０
）
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

調査対象　７月末現在で常用労働者
を１～４人雇用する事業所（農林漁

業・一般公務を除く）が対象です。

調査目的　賃金、労働時間、労働者数
の動向を都道府県別に明らかにす

ることを目的としています。なお、調

査データは、統計を作るためのみに

使用します。

調査期間　７月下旬～８月末日
調査内容　７月下旬から調査員が対
象事業所をお訪ねし、賃金、労働時

間、労働者数の調査に当たります。

主な対象地区　
　相川下戸村・相川下戸町・相川下戸

浜町・相川下戸炭屋町・相川鹿伏

　沢根・沢根町・沢根五十里・沢根炭

屋町

お問い合わせ
新潟県総務管理部統計課生活統計班

☎０２５―２８５―５５１１

有
　
料
　
広
　
告

井戸水を飲用されている皆様へ

毎月勤労統計調査特別調査 に
ご協力をお願いします

安全な井戸水を飲むために井戸の適正管理と１年以内
ごとに１回は水質検査で安全確認をしましょう。
【飲用井戸の衛生管理のポイント】
・色、濁り、味、臭いに、異常がないか毎日確認しましょう。
・毎年１回以上、水質検査を行いましょう。
・井戸やその周辺は清潔に保ちましょう。
【ご相談ください】
　採水方法・水質検査項目・
　水質検査料金等ご相談ください。

(財)新潟県環境衛生研究所 佐渡検査センター
〒952-0302　佐渡市竹田1042番地10
☎0259-55-2819 ※放射性物質の検査をはじめました。

有料広告募集中！ 詳しくは、市役所総務課 広報広聴係（☎63-3111）まで

福
　
祉
　
健
　
康

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

暮らしの情報
ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

暮らしの情報

エ
イ
ズ
相
談
・
検
査
の
ご
案
内

お
早
め
に
手
続
き
を

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

助
成
事
業（
県
障
）
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和
牛
（
黒
毛
和
種
）
の
繁
殖
経
営
に
興
味
の

あ
る
方
を
対
象
に
、
和
牛
講
座
を
開
催
し
ま

す
。

日
時
　
７
月
31
日
（
日
）

　
　
　
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

会
場
　
市
役
所
本
庁
　
第
２
庁
舎
　

講
座
内
容

・
繁
殖
和
牛
の
基
礎
知
識
（
講
義
）

・
現
地
視
察
（
畜
産
農
家
お
よ
び
堂
林
牧
場

　
訪
問
）

★
参
加
希
望
者
は
７
月
29
日
（
金
）
ま
で
に
ご

　
連
絡
く
だ
さ
い
。（
要
予
約
）

お
問
い
合
わ
せ
　
市
役
所
農
林
水
産
課

　
畜
産
係
（
第
２
庁
舎
）
☎
63
―
３
７
６
１

和
牛
講
座
の
ご
案
内



　
佐
渡
で
は
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
で
Ｂ
型

肝
炎
と
診
断
さ
れ
る
方
が
県
平
均
の
約
２
倍

以
上
と
高
い
割
合
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
40
歳
以
上
の
方
で
一
度
も
検
査
を
受
け
た

こ
と
の
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
一
度
検
査
を
受
け

て
み
て
く
だ
さ
い
。
無
料
匿
名
で
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
ま
ず
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

日
時
　
７
月
25
日
（
月
）
午
後
１
時
〜
４
時

　
　
　
８
月
８
日
（
月
）
午
後
１
時
〜
７
時

会
場
　
佐
渡
保
健
所
（
相
川
二
町
目
浜
町
20―

１
）

料
金
　
無
料 

申
込
み
　
前
の
週
の
金
曜
日
ま
で
に
事
前
の

予
約
が
必
要
で
す
。
相
談
電
話
（
74―

４

３
０
０
）
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　
市
営
住
宅

◆
羽
茂
住
宅
（
羽
茂
）

　
　※

単
身
で
の
入
居
申
し
込
み
可
能

　
所
在
地
　
羽
茂
本
郷
１
１
４
番
地

　
規
　
格
　
木
造
平
屋
建
て
（
戸
建
て
）

　
　
　
　
　
２
Ｄ
Ｋ
、
平
成
20
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸

　
月
額
家
賃
　
１
万
８
２
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
３
万
５
９
０
０
円

　
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
　

◆
小
熊
住
宅
（
赤
泊
）

　
　※

単
身
で
の
入
居
申
し
込
み
可
能

　
所
在
地
　
徳
和
６
４
７
番
地
１

　
規
　
格
　
木
造
２
階
建
て

　
　
　
　
（
複
層
住
戸
／
メ
ゾ
ネ
ッ
ト
）

　
　
　
　
　
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
平
成
17
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸

　
月
額
家
賃
　
３
万
３
０
０
０
円
（
定
額
）

申
込
方
法
　
市
役
所
建
設
課
ま
た
は
各
支

所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
住
宅
担

当
窓
口
へ
、
申
請
書
な
ど
必
要
書
類
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
　
７
月
29
日
（
金
）
午
後
５
時

入
居
可
能
日
　
８
月
下
旬
（※

応
募
数
に
よ

り
期
間
が
延
び
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

注
意
事
項
　
入
居
に
際
し
、
次
の
こ
と
が
必

要
で
す
。

○
市
内
在
住
の
連
帯
保
証
人
２
名

○
敷
金
（
家
賃
の
３
か
月
分
）

※

事
前
に
住
宅
内
部
の
見
学
も
可
能
で
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

市
役
所
建
設
課 

住
宅
係 

☎
63―

５
１
１
８

ま
た
は
各
支
所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

の
公
営
住
宅
担
当
窓
口
へ

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
も
ち
の
里
・
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
も
ち
の
里
で
は
、

職
員
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

募
集
職
種
・
採
用
予
定
数
　
介
護
職
員 

若
干
名

職
務
内
容
　
施
設
利
用
者
の
食
事
、
入
浴
、

排
泄
等
の
身
体
介
護
業
務
等

受
験
資
格

・
介
護
福
祉
士
の
資
格
を
有
し
て
い
る
方
、

ま
た
は
平
成
24
年
４
月
１
日
ま
で
に
取
得

見
込
み
の
方

・
佐
渡
市
に
住
所
ま
た
は
本
籍
を
有
す
る
方

・
昭
和
32
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

試
験
日
　

・
１
次
試
験
　

　
８
月
28
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　
会
場
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
も
ち
の
里

・
２
次
試
験
　
１
次
試
験
合
格
者
に
通
知

採
用
予
定
日
　
平
成
24
年
４
月
１
日
以
降

受
験
申
込
書
の
交
付
　
は
も
ち
の
里
庶
務
係

で
交
付
し
ま
す
。
郵
送
に
よ
る
請
求
は
、

封
筒
の
表
に
「
受
験
申
込
書
請
求
」
と
朱

書
き
し
、
返
信
用
封
筒
を
同
封
し
て
く
だ

さ
い
。

受
付
期
間
　
８
月
１
日（
月
）〜
15
日（
月
）

※

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

は
も
ち
の
里
（
庶
務
係
）
☎
88―

３
８
１
１

〒
９
５
２―

０
５
０
４
　
佐
渡
市
羽
茂
本
郷
25

★
面
談
方
式
で
す
。事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

日
時
　
７
月
25
日
（
月
）
〜
29
日
（
金
）　
　
　

　
　
　
午
後
１
時
〜
午
後
５
時

場
所
　
市
内
の
各
司
法
書
士
事
務
所

・
土
地
や
建
物
の
売
買
、
贈
与
、
相
続
、
担

保
権
の
設
定
等
の
手
続
き

・
会
社
・
法
人
の
設
立
、
変
更
等
の
登
記
問
題

・
建
物
の
新
築
、
増
築
に
つ
い
て
の
手
続
き

・
金
銭
の
貸
し
借
り
、
借
地
・
借
家
等
の
ト

ラ
ブ
ル
の
申
し
立
て

・
多
重
債
務
者
の
調
停
、
訴
訟
、
自
己
破
産

等
に
よ
る
救
済
の
申
し
立
て

・
訪
問
販
売
の
解
約
、
保
証
人
、
隣
地
間
の

も
め
事
等
の
手
続
き

・
家
庭
内
の
人
間
関
係
と
結
婚
、
離
婚
、
内

縁
等
の
問
題
の
手
続
き

・
遺
言
の
方
法
と
相
続
手
続
き

・
高
齢
者
の
今
後
の
財
産
管
理
等
（
生
前
贈

与
・
遺
言
・
負
担
付
遺
贈
・
死
因
贈
与
・
信

託
・
財
産
管
理
委
任
契
約
等
の
手
続
き
）

そ
の
他
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
　
　

司
法
書
士
会
佐
渡
支
部 

☎
55―

３
１
１
７

【
応
募
資
格
】

※
共
通
条
件「
①
②
③
」に
加
え
、
そ
れ
ぞ
れ

の
住
宅
区
分
の
条
件
に
該
当
す
る
こ
と
。

・
羽
茂
住
宅「
④
」

・
小
熊
住
宅「
⑤
」

①
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
先
が
あ
る
か
、

住
所
を
移
そ
う
と
し
て
い
て
、
公
租
公
課

（
市
税
な
ど
）を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

②
申
込
者（
同
居
す
る
親
族
を
含
む
）が「
暴

力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等

に
関
す
る
法
律
」
第
２
条
第
６
号
に
規
定

す
る
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

③
現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と

④
収
入
（
所
得
金
額
の
合
計
か
ら
各
種
控
除

を
行
っ
た
額
）
の
月
額
が
15
万
８
０
０
０

円
（
高
齢
者
世
帯
、
障
が
い
者
の
い
る
世

帯
、
小
学
校
就
学
前
の
お
子
さ
ん
が
い
る

世
帯
な
ど
は
21
万
４
０
０
０
円
）
以
下
で

あ
る
こ
と

⑤
収
入
（
所
得
金
額
の
合
計
か
ら
各
種
控
除

を
行
っ
た
額
）
の
月
額
が
15
万
８
０
０
０

円
以
上
48
万
７
０
０
０
円
以
下
で
あ
る

こ
と

お
　
知
　
ら
　
せ

公
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

肝
炎（
Ｂ
・
Ｃ
型
）の
相
談
・
検
査
の
ご
案
内

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

社
会
福
祉
法
人
小
佐
渡
福
祉
会

職
員
募
集
の
お
知
ら
せ
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ふるさとの芸能をとくとご覧あれ！

佐渡市と上越市は両市の更なる交流人口の拡大と集客
を目指して「集客プロモーションパートナー都市協定」
を締結し、集客に向けたＰＲ活動をお互いに支援して
います。

第86回 謙信公祭
謙信公の武勇と遺徳を偲ぶお
祭りです。謙信公出陣の儀式
である「武てい式」や「出陣
行列」、「川中島合戦の再現」
などが行われます。
※ＧＡＣＫＴ謙信出陣！
期間　8月20日（土）・21日（日）
会場　春日山城跡史跡広場ほか春日山城周辺

越後上越 上杉おもてなし武将隊
上杉謙信公を中心に、上杉景
勝公・景虎公や直江兼続公な
どの武将たちが、平日は勝ど
きを、休日はパフォーマンス
を毎日行っています。他に
も、記念写真撮影、簡単なガ
イドなど「義の心」をもって“おもてなし”しています。
期間　11月27日（日）まで毎日出陣！
場所　春日山城跡（雨天時：上越市埋蔵文化財センター）

越後上越 謙信公と春日山城展
今年で、謙信公と武田信玄公の一騎打ちがあったとい
われる第4次川中島合戦から450年。謙信公の戦いや
「義」の精神、春日山城の工
夫などを映像や模型、大型
タッチパネルなど見ながら体感
できます。
期間　11月27日（日）まで 
　　　開催中（期間中は無休）
会場　上越市埋蔵文化財セン
ター（上越市春日山町1-2-8）
料金　高校生以上 300円/小・中学生 100円
　　　団体（15人以上）
　　　高校生以上 250円/小・中学生 50円

■園児・小・中学生のみなさんは、上越市からお届け
した「無料招待券」の利用と合わせてイベントをご
覧ください。

■宿泊情報はコチラ

　高田旅館組合　　　　☎025-526-0005

　直江津旅館組合　　　☎025-543-3151

　鵜の浜温泉観光組合　☎025-534-4465

　谷浜観光協会　　　　☎025-546-2008
■お問い合わせ
　上越市観光振興課　☎025-526-5111

日　時　7月24日（日）正午～午後2時30分
会　場　野浦伝統芸能伝承館
・春駒、舞踊、文弥人形　

おいしさもいっぱい！　

　イカ浜焼き、サザエ壺焼き、郷土料理など

お問い合わせ　
　野浦芸能の里フェスティバル実行委員会

　　　　　　　　　　☎29－2395（山本）　

　東日本大震災により、

千石船建造にご尽力を

いただきました岩手県

の船大工の方々も、被

災されました。そこで、

今年は震災復興を祈願

して開催し、収益金を

義援金として送らせて

いただきます。

前夜祭　7月30日（土）午後5時から
鼓童小編成（藤本吉利、小島千絵子、藤本容子、

山口幹文）や子供連の郷土芸能発表

本祭り　7月31日（日）午前9時～午後3時
白山丸曳き出し帆上げ体験、大珍宝み

こし、岬太鼓、ちとちんとん等の郷土芸能

本祭りでの白山丸曳き出し帆上げでは、体験者

を募集しております。ご希望の方は下記までお

問い合わせください。

お問い合わせ　白山丸友の会　☎86－1234

宿根木「白山丸まつり」開催

上越観光ネット

第12回 野浦・芸能の里フェスティバル

震災復興祈願！

会場　宿根木・佐渡国小木民俗博物館

　　 （千石船展示館前広場）

今年の夏も上杉謙信公のふるさと、上越市へ！
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谷村新司　
「ココロの学校」開校！
　「強いられる勉強」ではない「自らが望んで学ぶ」場を創りたい、という谷村新

司の想いから、歌とトークに彩られた「ココロの学校」はスタートしました。「音

で始まり、歌で始まる」をテーマに、音を肌で感じるライブと、ココロに響く温

かいトークを繰り広げます。

　歌とトークを通して、参加したすべての人と感動を分かち合い、人生を愉し

むための活力となる栄養を、ココロにたっぷり与えます。

日　時　９月８日（木）午後６時 30分開演（午後６時開場）
会　場　アミューズメント佐渡　大ホール
入場料　全席指定 5,500 円（税込） ※当日は 300 円増し　
　　　　※未就学児童はご入場できません。

チケットのお求めは　アミューズメント佐渡・丸屋書店（両津）・曽我商店（相
川）･ヤマゴ（金井）・本間書店（畑野）・池田屋商店（真野）・

ホンマ衣料品店（新穂）・玉箋堂（羽茂）で好評発売中！

お問い合わせ　アミューズメント佐渡　☎52－2001

トーク＆ライブ
支援キャラバン ～今 伝えたい～『ココロの学校』　

自分で守る大切な命！海上保安大学校
海上保安学校  採用試験

詳しくは、第九管区海上保安本部人事課（フリーダイヤル0120－444－576）

または佐渡海上保安署まで

　学生採用試験ホームページ　http://www.kaiho.mlit.go.jp/saiyou/bosyu/index.html

お問い合わせ　佐渡海上保安署　佐渡市両津夷１番地　☎27－0118

　旧相川町の恩賜金は、明治 29年、当時皇

室財産として宮内庁御料局の管理下にあっ

た佐渡金山を三菱合資会社に払い下げるに

あたり、皇室から下賜されたものです。

　この御下賜金は、その一部を恵まれない

人々の減税に充て、他は基本財産として積み

立て、以後旧中山トンネルの開削をはじめ、

大事業推進の資金として活用し、相川の基盤

を築き上げる大きな役割を果たしました。

　これを記念して、第 115 回恩賜金記念式

典を開催します。

日時　７月 23日（土）午前 11時
会場　あいかわ開発総合センター（相川栄町）
　　　※式典は、約 1時間の予定です。

お問い合わせ 相川支所市民課 ☎74―3111

　米粉、果物、牛乳など、豊富な佐渡産食材の
特長を生かしたお菓子を作ってみませんか？
　「２０１０佐渡市地産地消まつり　スイーツコンテスト入賞・入選・応募・
レシピ集」では、昨年開催された「佐渡市地産地消まつり」スイーツコンテス
トに参加・応募の全 33作品のレシピを紹介。モンブラン、パウンドケーキ、
ドーナツ・・・など、アイデアあふれるレシピで、さまざまなお菓子が作れ
ます。ぜひご家庭でお試しください。
　「レシピ集」は、市役所で無料配布しています。詳しくは、お問い合わせく
ださい。
お問い合わせ　市役所農林水産課　生物多様性推進室
　　　　　　　地産地消推進係（第２庁舎） ☎63-3761

地産地消で佐渡を元気にしよう！
市では、平成21年に地産地消条例を制定し、安全
で安心な農林水産物等の供給をはじめ、食育の推
進、地域経済の活性化、農林水産業の振興など、健
康的で豊かな地域社会づくりを進めています。

事故が発生した時は？
事故が発生したら直ちに人命・船舶の救
助を行うとともに、海上保安庁（１１８番）
に連絡してください。

海上保安庁では、海上保安大学校・海上保安学校の学生を募集しています。

～自己救命策 ３つの基本～

平成23年度　採用試験日程

海上保安大学校 海上保安学校

【受付期間】８月２５日～９月６日
【第一次試験】１０月２９日、３０日

【受付期間】７月１９日～８月２日
【第一次試験】９月２５日

携帯電話などの
連絡手段
の確保

ライフ
ジャケットの
常時着用

海のもしもは！
１１８番

第115回恩賜金記念式典
開　催

佐渡産食材で
　　おいしいお菓子を
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「うまさぎっしり新潟」佐渡フェスタ開催
　新緑の欅並木の下、去る5月20日から23日まで、東京原宿表
参道の新潟館・ネスパスで恒例の「うまさぎっしり新潟」佐渡フ
ェスタが開催された。東日本大震災の影響で人通りが途絶えて
いた表参道にも、以前の賑わいが戻って来た中で、イベントには
馴染みの方を含め多数の方々が参加した。佐渡からは、早助
屋、潮津の里、佐渡特選市場、さき織り工房 加藤が出店し、魅
力いっぱいの佐渡特産品の販売に併せ、佐渡グルメが届けられ
好評を博した。また、5月16日に新潟県知事をお迎えし、オープ
ニングセレモニーが行われ一般公開された新たな観光スポット
「大佐渡石名天然杉」に遊歩道が完成したことや、その“トレッ
キング”が紹介された。また、女子美術大学ファション造形研
究室の協力で今春、佐渡で行われた「Oni  Art  Project」によ
り制作された衣装、灯篭が展示された。
　初日は、「佐渡観光セミナー」が新潟館・ネスパス3階会議室で
同時開催され、佐渡観光協会 事務局長 加藤 透氏が講演した。
“天然杉の原生林と花の島トレッキング”と題して、樹齢700年
から1000年に及ぶ「金剛杉」等、佐渡杉が屋久島杉や立山杉と
並んで称されることなどが紹介された。参加者は関東一円から
30名に及び、皆さん熱心に聴講した。また、トキの自然復帰につ
いて“トキ見物ツアー”の設定が今秋にも行われる見通しの発表
があり、参加者の関心が高まった。講演後の質疑・応答では、紅
葉の見頃の問合せや「車用の地図」の作成提案があった。これら
の情報を基にして、多数の佐渡旅行客が期待される。

（文責：佐渡市東京事務所　榎谷端夫）

　

　
　
　
　

Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
（
世
界
農
業
遺
産
）
認
定

　
土
煙
で
、
も
や
が
か
か
っ
た
よ
う
な
北
京
郊
外
の
会
議
場

で
、
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
佐
渡
と
能
登
は
昨
年
の
12
月
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
に
「
世
界
農
業
遺
産
」

の
申
請
を
行
い
、
あ
ら
か
じ
め
書
類
審
査
は
進
ん
で
い
ま
し
た

が
、
こ
こ
北
京
で
最
終
審
査
に
臨
ん
だ
の
で
す
。

　
近
世
の
佐
渡
で
は
金
山
の
開
発
で
人
口
が
急
増
し
、
食
糧
確

保
の
た
め
狭
い
土
地
ま
で
開
墾
が
進
み
、
鉱
山
で
開
発
さ
れ
た

土
木
技
術
、
揚
水
ポ
ン
プ
や
送
風
機
等
が
農
業
に
利
用
さ
れ
た

こ
と
で
開
田
も
進
み
ま
し
た
。
そ
し
て
水
田
の
美
し
い
景
観
が

形
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
時
金
山
の
賑
わ
い
で
豊
か
に
な
っ
た
農
家
で
は
、
演
能
を

楽
し
む
な
ど
比
較
的
ゆ
と
り
あ
る
生
活
が
到
来
し
ま
し
た
。
ま

た
、
鬼
太
鼓
な
ど
の
芸
能
は
今
で
も
集
落
の
結
束
を
高
め
る
な

ど
、
農
業
経
営
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
の
で
す
。

　
そ
し
て
、
戦
後
農
薬
が
使
わ
れ
る
時
代
に
な
っ
て
も
、
小
規

模
飯
米
水
田
に
は
農
薬
の
利
用
が
少
な
い
こ
と
か
ら
自
然
環
境

が
守
ら
れ
、
野
生
の
ト
キ
最
後
の
生
息
地
と
な
っ
た
の
で
す
。

　
こ
の
農
業
文
化
や
田
園
景
観
、
そ
し
て
生
物
が
豊
か
な
農
地

を
つ
く
る
「
朱
鷺
と
暮
ら
す
郷
認
証
米
」
制
度
や
景
観
条
例
の

制
定
、
さ
ら
に
地
域
を
挙
げ
て
島
を
美
し
く
す
る
運
動
な
ど
が

あ
ら
た
め
て
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
世
界
農
業
遺
産
は
単
に
昔
の
遺
産
を
大
切
に
す
る
ば
か

り
で
は
な
く
、
将
来
に
向
け
て
持
続
性
の
あ
る
生
き
も
の
が
あ

ふ
れ
る
豊
か
な
農
業
や
、
文
化
景
観
を
守
り
、
人
々
の
生
活
が

大
切
に
さ
れ
る
こ
と
の
必
要
性
が
強
調
さ
れ
て
い
て
、
佐
渡
が

そ
の
資
格
を
有
す
る
と
し
て
認
定
さ
れ
た
の
で
す
。

　
こ
れ
を
機
会
に
、
我
々
は
自
分
た
ち
も
あ
ま
り
自
覚
し
て
い

な
か
っ
た
佐
渡
の
資
源
や
魅
力
に
誇
り
を
持
ち
、
能
登
と
の
同

時
登
録
を
機
に
両
地
域
が
交
流
を
深
め
な
が
ら
、
ブ
ラ
ン
ド
力

を
高
め
あ
う
絶
好
の
手
段
と
し
て
と
ら
え
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。ま
た
今
後
の
ユ
ネ
ス
コ
世
界
文
化
遺
産
や
ジ
オ
パ
ー
ク
の
登

録
認
定
へ
の
大
き
な
足
掛
か
り
と
も
な
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

“ 社会を明るくする運動 ”は、すべての国

民が、犯罪や非行の防止と罪を犯した人た

ちの更生について理解を深め、それぞれの

立場において力を合わせ、犯罪や非行のな

い地域社会を築こうとする全国的な運動

です。

行動目標
①犯罪や非行をした人たちの立ち直り

を支えよう

②犯罪や非行に陥らないよう地域社会

で支えよう

③これらの点について、地域社会の理解

が得られるよう協力しよう

重点事項
　「立ち直りを支える取組についての理解促進」

　「犯罪や非行をした人たちの就労・

　　　　　　　住居等の生活基盤づくり」

お問い合わせ　
　佐渡地区保護司会事務局　

　　　　　　　　　　　　☎ 27－2571

佐
渡
市
長
　
髙
野
宏
一
郎

（題字　髙野宏一郎）

○東京両津の会様から東日本大震災の被災
地からの避難者受け入れ支援に役立てて
ほしいと、32,935円をいただきました。

ありがとうございました 
～寄附のお礼～

佐渡市にご寄附をいただきました。
ありがとうございました。

佐渡フェスタ 佐渡観光セミナー

～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える

　　　　　地域のチカラ～　強調月間です

７月は“社会を明るくする運動”

首都圏情報コーナー

No.
56
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＊　戸　籍　の　窓　＊ 5.14～6.14届出

地  区  名 大  字  名

う  ぶ  ご  え

お  く  や  み

氏　　　　名 保護者 たんじょう日

地  区  名 大  字  名 氏　　　　名 年　　齢 ご  命  日

5.6

5.6

5.9

5.9

5.12

5.14

5.18

5.19

5.23

5.27

6.4

5.20

6.2

5.7

5.23

5.23

5.26

6.3

直紀

直紀

裕介

伸正

健春

賢行

宏明

護

雄志

雅史

哲也

和樹

俊幸

哲生

大輔

正之

義昭

寿

両　津

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

相　川

　〃

佐和田

　〃

　〃

　〃

　〃

吾潟

吾潟

真木

歌見

両津湊

浜田

加茂歌代

住吉

加茂歌代

両尾

加茂歌代

相川紙屋町

相川下戸村

石田

中原

東大通

八幡

石田

（めい）

（のあ）

（せいま）

（はるたか）

（けんりゅう）

（ちさき）

（ちさと）

（りま）

（まお）

（いつき）

（そうた）

（まい）

（じゅんや）

（めい）

（まな）

（みう）

（あみ）

（みゆき）

渡　辺　芽　依

渡　辺　希　明

松　木　清　馬

大　坂　悠　天

後　藤　健　龍

磯　野　千紗希

野　口　千　里

稻　場　莉　愛

岡　本　茉　緒

織　田　樹　希

金　子　奏　汰

坂　下　　　舞

金　井　絢　矢

髙　野　愛　唯

中　村　麻　那

垣　並　美　羽

本　間　愛　美

新　田　美　幸

5.14

5.18

5.18

5.19

5.22

5.23

5.25

5.28

5.29

5.30

6.2

6.6

6.7

6.10

6.12

6.12

6.13

6.13

5.16

5.18

5.19

5.24

5.30

6.1

6.3

5.16

5.16

5.17

5.20

5.20

5.21

5.27

6.5

6.6

6.6

6.9

6.13

5.14

5.21

76

92

77

80

93

88

90

87

94

61

78

89

74

87

80

81

91

70

80

99

85

77

90

68

92

98

81

80

90

75

84

89

85

80

93

96

78

86

87

両　津

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

相　川

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

佐和田

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

金　井

　〃

浜田

柿野浦

鷲崎

城腰

両津湊

春日

羽吉

春日

長江

城腰

椎泊

吾潟

上横山

浜田

真木

羽吉

両津湊

水津

北川内

石花

稲鯨

相川炭屋町

関

戸地

戸中

沢根五十里

窪田

沢根五十里

八幡町

沢根炭屋町

東大通

沢根五十里

河原田本町

沢根五十里

河原田本町

沢根

八幡

金井新保

泉

中　村　容　保

山　本　　　榮

木　村　福　雄

菊　池　義　雄

吉　田　シ　ホ

福　嶋　五　郎

伊豆野　キ　ミ

中　川　五郎吉

矢　田　武　雄

佐　藤　由紀子

加　藤　八　郎

北　　　義　晴

親　松　　　繁　

若　林　チ　サ

田　中　ハルミ

蒔　原　月　子

北　　　権　二

平　岩　　　毅

坂　下　愛　子

山　本　ト　リ

本　間　ますゑ

武　田　文　子

中　川　ク　マ

山　本　輝　久

深　谷　　　武

池　田　イ　チ

佐々木　　　敏

市　川　林　平

本　間　哲二郎

五反田　アイ子

岩　倉　定　一

土　屋　ユキエ

浅　野　輝　男

金　子　哲　雄

村　上　ミ　サ

山　本　ヒ　ナ

若　林　トモ子

関　根　敬　一

岩　見　金　治

5.22

5.29

5.29

5.30

5.18

5.19

5.19

5.28

5.30

6.5

6.8

5.20

5.24

6.11

5.14

5.21

5.28

5.29

5.31

6.13

5.19

5.21

6.7

6.8

5.14

5.15

5.17

5.17

5.20

5.25

6.7

6.7

6.8

5.14

5.18

5.20

5.26

5.28

6.11

6.12

78

89

84

57

89

93

85

82

91

87

78

75

76

85

88

64

63

88

85

67

88

87

51

82

81

84

77

91

63

82

90

97

87

82

88

83

90

87

87

91

金　井

　〃

　〃

　〃

新　穂

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

畑　野

　〃

　〃

真　野

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

小　木

　〃

　〃

　〃

羽　茂

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

赤　泊

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

大和

金井新保

中興

千種

新穂長畝

下新穂

新穂大野

新穂

新穂皆川

新穂井内

新穂舟下

宮川

丸山

目黒町

吉岡

椿尾

吉岡

豊田

豊田

長石

田野浦

小木町

江積

小木町

羽茂本郷

羽茂大崎

羽茂大石

羽茂本郷

羽茂本郷　

羽茂大石

羽茂本郷

羽茂本郷

羽茂大橋

赤泊

赤泊

真浦

徳和

下川茂

徳和

杉野浦

加　藤　俊　男

渡　邉　治一郎

伊　藤　　　尚

児　玉　　　淳

野　﨑　茂　雄

土　屋　フ　ジ

金　子　サ　チ

富　樫　才　子

金　子　　　重

石　原　ツ　ル

松　田　三生男

土　屋　秀　夫

下　坂　利　作

土　屋　勇次郎

山　田　正　五

金　子　堅太郎

金　子　ヒロミ

本　間　サ　カ

本　間　千　枝

本　間　久　雄

田　中　サ　ワ

一　栁　キ　ヨ

松　本　保　博

小　林　マ　キ

氏　江　一　雄

中　下　正　子

岡　﨑　玲　子

長　原　　　清

中　川　智　子

久　保　　　稔

中　川　タ　ツ

川　原　　　繁

西　須　佐一郎

石　塚　イ　シ

中　川　シヅヱ

永　井　健治郎

安　藤　義　夫

栗　津　菊　枝

本　田　ヒ　サ

後　藤　イ　チ

6.4

6.11

5.9

5.28

5.29

5.30

6.5

5.7

5.26

6.6

5.8

5.19

5.30

6.1

5.26

5.23

5.14

6.2

6.3

6.7

洋平

悟

和太龍

篤史

昭

行広

憲太郎

勝也

直樹

英夫

浩一郎

登志洋

憲一郎

健一

圭一

悟史

勝

勝芳

康子

惇

佐和田

　〃

金　井

　〃

　〃

　〃

　〃

新　穂

　〃

　〃

畑　野

　〃

真　野

　〃

小　木

羽　茂

赤　泊

　〃

　〃

八幡

石田

金井新保

千種

千種

千種

泉

新穂瓜生屋

新穂潟上

新穂北方

松ヶ崎

畑野

真野新町

背合

沢崎

羽茂飯岡

下川茂

真浦

上川茂

莚場

（りあん）

（かなで）

（あやの）

（あいこ）

（かける）

（たくや）

（はる）

（ひろと）

（せいた）

（まりえ）

（ゆうだい）

（なごむ）

（こうすけ）

（ゆずき）

（りゅうたろう）

（りょうた）

（るな）

（きゆう）

（まさき）

（ゆうり）

岡　田　莉　杏

古　林　奏　音

平　田　彩　乃

源　氏　愛　子

伊　藤　翔　琉

谷　本　卓　弥

宇　治　ハ　ル

本　間　大　翔

石　川　聖　汰

末　武　真里恵

木　下　悠　大

田　中　和　夢

上　坂　恒　介

松　本　優　希

髙　野　竜太朗

金　子　凌　大

籏　鉾　琉　月

渡　辺　綺　夕

風　間　勝　紀

岩ヶ坂　悠　莉

※保護者やご遺族の承諾を得て掲載しています。（敬称略）
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■発行・編集　佐渡市役所 総務課広報広聴係 〒952-1292 佐渡市千種232番地　■発行日　平成23年7月10日
　TEL0259（63）3111・FAX0259（63）3300　　ホームページアドレス http://www.city.sado.ni igata.jp

市の面積　855.31㎢（平成22年10月1日）　市の海岸線279.6km（平成20年3月31日）

市
の
魚
　
ブ
リ

市
の
鳥
　
ト
キ

市
の
木
　
ア
テ
ビ

市
の
花
　
カ
ン
ゾ
ウ

毎月第1・3金曜 午後5時から CNS情報番組「さどチャン」内で 放送中！
「助けてドクター！」
投稿方法　メール、FAX、ハガキに、お名前と相談内容を
書いてお送りください。(お名前はペンネームでもかまいません)
※メール　help@city.sado.niigata.jp　※FAX  51-2040
※ハガキ　〒952-0318佐渡市真野新町489番地 
　　　　　CNSテレビ「助けてドクター!」係　まで
お問い合わせ　CNSテレビ　☎51-2030

アドレス psc1.sado@fofa.jpに空メールを
送ると、仮受付メールが返信されますので、
案内にしたがって本登録してください。

佐渡市メール配信サービス
＊＊配信情報＊＊
　火災（建物のみ）、防災・防犯

　通行止め、観光イベント情報

お問い合わせ  市役所地域振興課（情報政策係）☎63-5139

育児に関するお悩みを解決します！

勇気・感動・輝く未来へ勇気・感動・輝く未来へ

～ 心の襷を未来まで ～

新潟⇔佐渡  遠泳横断往復プロジェクト Vol.１
新潟⇔佐渡  遠泳横断往復プロジェクト実行委員会

たすき

【トライ】2011年7月30・31日【トライ】2011年7月30・31日
［予備日 8/1］

［距離：約80㎞］
往復

約49.7マイル

SuizuSuizu

Sekiya

●

●

７月30日（土）に新潟市関屋浜をスタートし、佐渡
市赤亀・風島なぎさ公園（水津）までリレーで泳ぎま
す。ぜひ、皆さん応援にきてください!！

午後４時から、可愛いゆるき
ゃら達がやってくる！

アーティストライブ開催！！

鬼太鼓および樽囃子開催！！！

漁師汁振舞い開催！！！！！

午後４時から、可愛いゆるき
ゃら達がやってくる！

アーティストライブ開催！！

鬼太鼓および樽囃子開催！！！

漁師汁振舞い開催！！！！！

【事務局】
〒959-1632　新潟県五泉市中川新26番地
【連絡・問い合わせ先（泉まで）】

※つながらない場合は留守電に、お名前・連絡先を録音して
　ください。

０９０-９６４８-１２４６

【チームホームページ】http://niigatasadoeneioudan2011.web.fc2.com
【問い合わせE-mail】kaikyou_oudan@yahoo.co.jp（oudanの前にアンダーバー）
会長／松川徹也　副会長／松澤圭介・大野靖晃　事務局長／伊勢亀徳興

新潟佐渡遠泳
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